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○ 指定肉用子牛の合理化目標価格

（１）算式

Ｐ＝《[{（Ｃ×Ｔ×Ｑ)×ｕ＋ｖ}×Ｗ－Ｇ]×ｍ＋ｋ》×Ｄ

Ｐ ：求める価格（合理化目標価格）

Ｃ ：輸入牛肉価格

Ｔ ：１＋関税率及び諸経費

Ｑ ：輸入牛肉の部分肉価格と去勢肥育和牛及び乳用おす肥育牛それ

ぞれの部分肉価格との比率（品質格差係数）

ｕとｖ：肥育牛の農家販売価格に対する国産牛肉の部分肉価格の回帰関

係から求めた係数（肥育牛換算係数）及び定数

Ｗ ：肥育牛の出荷体重

Ｇ ：肥育に要する合理的な費用の額

ｍとｋ：指定肉用子牛の市場取引価格に対する肉用子牛（和子牛及び乳

子牛）農家購入価格の回帰関係から求めた係数（市場取引換算

係数）及び定数

Ｄ ：指定肉用子牛（黒毛和種・褐毛和種）の市場取引価格と指定肉

用子牛（黒毛和種、褐毛和種、その他の肉専用種）の市場取引

価格との格差、及び指定肉用子牛（乳用種）の市場取引価格と

指定肉用子牛（交雑種）の市場取引価格との格差から求めた係

数（品種格差係数）
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（２）試算（単位：円／頭）

Ｐw＝《[{(434.47×1.505×2.88)×0.288＋362.88}×750.2－402,340]

1,883.17円

905.23円

276,764円

×0.944＋4,553》

265,818円

＝265,818円/頭 （黒毛和種・褐毛和種）

＝265,818×1.009

＝268,210円/頭 268,000円/頭 （黒毛和種）

＝265,818×0.929

＝246,945円/頭 247,000円/頭 （褐毛和種）

＝265,818×0.535

＝142,213円/頭 142,000円/頭 （その他の肉専用種）

Ｐd＝《[{(434.47×1.505×1.51)×0.019＋452.67｝×757.5－273,488]

987.36円

471.43円

83,620円

×1.164-14,617》

82,717円

＝82,717円/頭 83,000円/頭 （乳用種）

＝82,717×1.666

＝137,807円/頭 138,000円/頭 （交雑種）
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１．輸入牛肉価格（Ｃ）の計算

（１）算式

Ｃ＝｛（豪州産冷凍品輸入価格×同シェア＋豪州産冷蔵品

輸入価格×同シェア）×豪州シェア

＋（米国産冷凍品輸入価格×同シェア＋米国産冷蔵品

輸入価格×同シェア）×米国シェア｝×外国為替相場

（２）試算

Ｃ＝{(＄2.90×0.516＋＄4.42×0.484)×0.654

＋(＄4.28×0.541＋＄6.14×0.459)×0.346}×104.59

＝＄4.154×104.59

＝434.47円／ｋｇ
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２．関税率及び諸経費（Ｔ）

Ｔ＝1＋0.385＋0.12＝1.505

３．品質格差係数（Ｑ）の計算

（１）算式

国産牛肉の部分肉価格

Ｑ＝

（豪州産冷凍部分肉価格×同シェア＋豪州産冷蔵部分肉価格

×同シェア)×豪州シェア

＋（米国産冷凍部分肉価格×同シェア＋米国産冷蔵部分肉価格

×同シェア)×米国シェア

（２）試算

2,508（去勢肥育和牛）、1,310（乳用おす肥育牛）

Ｑ ＝

(574×0.516+886×0.484)×0.654

＋(965×0.541+1,355×0.459)×0.346

＝ 2.88（去勢肥育和牛）、1.51 (乳用おす肥育牛）
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４．肥育牛換算係数等（ｕとｖ、Ｗ）の計算

（１）算式

Ｙ＝（ｕ×Ｘ＋ｖ）×Ｗ

Ｙ ：去勢肥育和牛及び乳用おす肥育牛の農家販売価格

Ｘ ：去勢肥育和牛及び乳用おす肥育牛の部分肉価格

Ｗ ：出荷体重

（２）試算

Ｙw＝（0.288×Ｘw＋362.88）× 750.2 （去勢肥育和牛）

Ｙd＝（0.019×Ｘd＋452.67）× 757.5 （乳用おす肥育牛）
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５．肥育に要する合理的な費用の額（Ｇ）の計算

（１）算式

Ｇ＝Σ（ｑ0×ｐ1）＋ＣＩ

ｑ0 ：平成２１年度の肥育に要する合理的な費用の額（生産費から

もと畜費を控除）における各費目の実質費用

ｐ1 ：各費目に対応する最近時の物価指数

（平成１７年＝１００）

ＣＩ：資本利子、地代

（２）試算

Ｇw ＝ 402,340(去勢肥育和牛)

Ｇd ＝ 273,488(乳用おす肥育牛)
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６．市場取引換算係数（ｍ）及び定数（ｋ）の計算

（１）算式

Ｙ＝ｍＸ＋ｋ

Ｙ ：指定肉用子牛（黒毛和種・褐毛和種及び乳用種）の

市場取引価格（子牛１頭当たり）

Ｘ ：肉用子牛（和子牛及び乳子牛）農家購入価格

（子牛１頭当たり）

ｍとｋ：指定肉用子牛の市場取引価格に対する肉用子牛農家

購入価格の回帰関係から求めた係数（市場取引換算

係数）及び定数

（２）試算

Ｙw＝0.944×Ｘw＋ 4,553 （黒毛和種・褐毛和種）

Ｙd＝1.164×Ｘd－14,617 （乳用種）
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７．品種格差係数（Ｄ）の計算

（１）算式

Ｄ＝ｐw／ｐbr

ｐw ：指定肉用子牛（黒毛和種、褐毛和種、その他の肉専用

種）の市場取引価格（子牛１頭当たり）

ｐbr ：指定肉用子牛(黒毛和種・褐毛和種)の市場取引価格

（子牛１頭当たり）

Ｄ＝ｐf／ｐd

ｐf ：指定肉用子牛(交雑種)の市場取引価格

（子牛１頭当たり）

ｐd ：指定肉用子牛(乳用種)の市場取引価格

（子牛１頭当たり）

（２）試算

Ｄ＝１.００９ （黒毛和種）

０.９２９ （褐毛和種）

０.５３５ （その他の肉専用種）

１.６６６ （交雑種）




